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はじめに 

 この実施計画は、ＮＨＫのインターネット活用業務の実施基準（放

送法第２０条第２項第２号および第３号の業務の実施基準）に基づ

き、平成２９年度に実施するＮＨＫのインターネットサービスの内

容を示すものです。 

〔実施の期日〕平成２９年４月３日（月）から実施 

 
 

基本方針 

ＮＨＫは、放送法の精神に則り、公共の福祉の実現に向けた価値

を提供するという使命を担っています。ＮＨＫはこの使命を全うす

るため、公平・公正で正確な情報を伝え、広く日本や世界の課題に

正面から向き合って、ジャーナリズムの役割を果たします。また、

命と暮らしを守る防災・減災報道に全力で取り組みます。信頼され

る「情報の社会的基盤」として技術の発展に寄与しながら、健全な

民主主義の発達や文化水準の向上に貢献します。 

平成２９年度は「信頼をより確かに、未来へつなぐ創造の力」を

掲げた経営計画の３年目にあたります。ＮＨＫでは、公共放送が果

たすべき役割に重点を置きつつ、経営計画に基づき、判断のよりど

ころとなる正確な報道と、豊かで質の高い多彩なコンテンツを充実

すること、日本を世界に積極的に発信すること、新たな可能性を開

く放送・サービスを創造することを目指します。 

 

また、ＮＨＫのインターネット活用業務は、実施基準に則り、主

要業務である放送を補完してその効用・効果を高め、国民共有の財
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産という性格を持った放送番組等を広く国民に還元するなど、放送

法第１５条に掲げられたＮＨＫの目的を達成するために実施するも

ので、受信料を財源とするサービスと有料で行うサービスがありま

す。 

放送を基軸としながら、激しい環境の変化や技術の発展に適時・

適切に対応して視聴者のニーズに応え、公共放送の役割を果たして

いくためにも、経営計画に基づき、インターネットならではの特性

を生かして、放送番組やその理解増進情報を提供し、よりわかりや

すく利便性の高いサービスを目指します。より多くの人々が、様々

な状況や環境下においてもいつでもどこでも利用できるサービスを

提供するため、多様な伝送路を通じて情報を届け、提供時間に限り

のある放送では提供しきれない多種多様な情報を配信していきます。 

 

平成２９年度、ＮＨＫは、東京オリンピック・パラリンピックが

開催される２０２０年（平成３２年）における世界最高水準のサー

ビス実現をめざし、放送を太い幹としつつ、放送だけでなくインタ

ーネットも積極的に活用して、より一層多様で意義のあるサービス

の開発・実施に取り組んでいきます。 
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第１部 受信料を財源とするサービス 

１．受信料を財源とし、広く一般の視聴者に提供するサービス（２

号受信料財源業務） 

（１）国内放送関係 

I. 放送番組における領域ごとの取り組み 

放送番組と連動したインターネットサービスは、以下の６つの領

域に沿って、提供していきます。 

 

① ニュース（報道・解説） 

 公平・公正かつ正確・迅速なニュースの提供と人々の「命と暮ら

しを守る」情報の提供は、公共放送の使命です。 

インターネットの利用拡大やスマートフォンの普及が急速に進む

中、日本や世界の課題の共有化を図り、人々の判断のよりどころと

なる多角的で正確な報道を行うことが求められています。信頼され

る情報をより早く、より多くの人にきめ細かく伝えるため、インタ

ーネットならではの技術を活用してホームページやアプリの展開を

進めます。 

人々の関心の高い気象情報から、いざというときに「命と暮らし

を守る」防災・減災情報まで、気象・災害情報を「いつでも」「どこ

でも」入手できる取り組みを強化し、災害情報・避難所やライフラ

イン等に関する理解増進情報も提供します。 

また、災害時を含め、国民的関心の特に高いニュース等に関連す

る現場映像・音声等をリアルタイムで提供することがあります。 

更に、国民生活や社会全体に大きな影響を及ぼす情報で、特に迅

速に提供すべきものを伝える国内テレビの緊急ニュース等（全国放

送ならびに地域放送）を、ＮＨＫオンライン等で、放送と同時に提



5 

 

供することがあります。提供した緊急ニュース等の内容および提供

時間は、実施の都度、ＮＨＫオンラインで公表します。 

 なお、平時において、災害時における放送中番組の提供に関連す

る訓練を行うことがあります。 

（主なコンテンツ、サービス） 

「ＮＨＫ ＮＥＷＳ ＷＥＢ」ホームページ 

「ＮＨＫオンライン」 

「ＮＨＫニュース・防災」アプリ 

・災害気象関連のサイト 

・大きな被害が発生、または発生が想定される自然災害等を伝え

る放送のネット同時提供 

・国民生活や社会全体に大きな影響を及ぼす情報で、特に迅速に

提供すべきものを伝える放送のネット同時提供 

・大規模な自然災害時のロボットカメラ映像・音声 

・国民的関心の高い事件、事故、出来事等の現場映像・音声  

 

② スポーツ 

スポーツ番組やニュースを通じて視聴者が喜びや感動を共有し、

人と人とのつながりを促進すること、幅広い種類のスポーツを伝え、

スポーツ文化の発展ひいては文化水準の向上に寄与することもまた、

公共放送の務めです。 

そのため、ＮＨＫは、インターネットにおいてもスポーツコンテ

ンツの充実に向けた取り組みを実施します。世界的なスポーツの祭

典であるピョンチャンオリンピック・パラリンピック（オリンピッ

ク平成３０年２月９日〜２５日、パラリンピック平成３０年３月９

日〜１８日）をはじめ、様々なスポーツイベントにおいて、スーパ

ーハイビジョンとインターネットをつなぐ実験的な取り組みを推進
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するとともに、試合や選手等の情報を解析して視覚的に表現するこ

とや、マルチカメラ映像を駆使するなど、東京オリンピック・パラ

リンピックに向け最先端の技術を積極的に導入することで、スポー

ツの魅力や迫力を多角的に伝えます。 

また、スポーツのルールや選手のこれまでの活躍ぶりなどの情報

を、多面的に掘り下げ、わかりやすく見ごたえのある理解増進情報

を提供するとともに、東京オリンピック・パラリンピック関連の番

組やイベント情報などを発信することで、２０２０年に向けた機運

を盛り上げていきます。 

更に、リアルタイムで放送しない競技・試合の映像・音声を、イ

ンターネットでリアルタイム提供するなど、いつでもどこでも、幅

広いジャンルのスポーツに身近に親しんでもらえる環境をつくって

いきます。 

（主なコンテンツ、サービス） 

「ピョンチャンオリンピック・パラリンピック」ホームページ 

「ＮＨＫがインターネット配信の権利を有するスポーツイベント」

ホームページ 

「ＮＨＫスポーツオンライン」 

「ＮＨＫスポーツ」アプリ 

 

③ 生活 

人々の暮らしを支えるサービスとして、食・住・健康・趣味・育

児等に関する生活・社会情報を通じて国民の疑問や関心に応えてい

くのもまた、公共放送の重要な役割であり、ＮＨＫは信頼できる情

報を発信しながら、豊かで多彩なコンテンツの充実に努めます。 

インターネットにおいても、食・住・健康・趣味・育児等の情報

を伝える放送番組と連動して、視聴者のより深い番組理解につなげ、
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視聴者の悩み・疑問に向き合う理解増進情報や動画を中心としたサ

ービスを提供していきます。健康情報については、病名や症例から

検索できるようその利便性を向上させるなどリニューアルを実施し

ます。 

また、若年層や社会の中堅層など幅広い層の視聴者の満足度を高

めるため、生活の中で直面する課題や視聴者一人一人のニーズに合

った利便性の高いサービスを提供していきます。 

（主なコンテンツ、サービス） 

「あさイチ」ホームページ 

「きょうの料理」ホームページ 

「ガールズクラフト」ホームページ 

・動画を集めた新しいポータルサイト 

・健康情報を扱うポータルサイト 

 
 

④ 教育・科学・教養・福祉 

ＮＨＫは、教育の観点からも文化水準の向上に寄与するため、生

涯を通じて学びたいときに学べる、利便性の高い学習コンテンツを

提供します。 

また、科学や自然、生きものに対する興味・関心を促し、視聴者

の知的好奇心に応えます。社会の様々な問題を掘り下げるとともに、

優れた文化の保存ならびに新たな文化の育成・普及につながるサー

ビスを行うことで、人々が教養を育むことに貢献します。同時に、

多様性を認め、共に生きる社会を実現するため福祉の分野における

コンテンツの充実を図っていきます。こうしたサービスを充実させ

ることも公共放送の使命です。 
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a. 青少年・教育 

オンライン化が進む教育分野で公共放送らしいサービスを展開し

ます。インターネットの普及による学校教育現場の学習モデルの変

化にも適切に対応するため、学校放送コンテンツや、幼児・青少年

向けコンテンツの一層の充実に取り組み、放送と連動し、視聴者の“知

りたい”“学びたい”に応えます。 

特に学校放送番組を提供している「ＮＨＫ ｆｏｒ Ｓｃｈｏｏｌ」

では、小中学校に配備されるタブレットでの利用などを想定したア

プリの充実など、子どもたちにとって更に使いやすいサービスを目

指すとともに、教育現場のＩＣＴ化をサポートしていきます。 

また、ユーザーの継続的・体系的学習に向けて、放送済みの番組

に加え、放送前の教育番組を紹介するサービスなどの理解増進情報

を提供します。 

（主なコンテンツ、サービス） 

「ＮＨＫ ｆｏｒ Ｓｃｈｏｏｌ」ポータルサイト 

「ＮＨＫ ｆｏｒ Ｓｃｈｏｏｌ」アプリ 

「ＮＨＫゴガク」ポータルサイト 

「ＮＨＫゴガク」アプリ 

「キッズワールド」ポータルサイト 

「ＮＨＫ全国学校音楽コンクール」ホームページ 

「オトッペ」アプリ 

「アニメワールド」ポータルサイト 

 

b. 科学・自然 

科学や自然、生きものに対する興味・関心を促し、学ぶ、楽しむ

といった視聴者の知的好奇心に応えるサービスとして、大自然や宇

宙、古代遺跡などの高画質映像・静止画、ＣＧ映像、バーチャルリ
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アリティなどを活用しながら、視聴者のより深い番組理解につなが

る理解増進情報を提供します。 

また、過去の放送済み番組や映像記録のうち、視聴者のニーズが

高いコンテンツの一部を動画で配信するなど、これまでに取材・制

作の過程で蓄積してきた映像等を展開します。 

（主なコンテンツ、サービス） 

「ダーウィンが来た！ 生きもの新伝説」ホームページ 

「ガッテン！」ホームページ 

「ＮＨＫロボコン」ホームページ 

  

c. 教養・福祉 

視聴者のより深い理解につながるコンテンツや、幅広い分野への

興味・関心を促し、個々の視聴者の教養を深めるようなコンテンツ

の提供に努めます。 

福祉の分野においては、手話ニュースの動画提供や在日外国人に

もわかりやすい日本語で情報を伝えるなど、多様性を認め、共に生

きる社会を実現するためのサービスを実施します。他者への理解を

深めることを通じて様々な人にとって生きやすい環境を整えるよう

にします。 

また、障害者スポーツのさらなる理解・促進を目指すコンテンツ

や、高齢者や障害者などが直面する社会的な課題に対して、幅広い

視聴者により身近なこととして理解してもらうサービスや、支援を

必要とする人々の生活や災害時の避難に役立つ情報等の理解増進情

報を提供します。 
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（主なコンテンツ、サービス） 

「プロフェッショナル 仕事の流儀」ホームページ 

「プロフェッショナル 仕事の流儀」アプリ 

「日曜美術館」ホームページ 

「にっぽん縦断 こころ旅」ホームページ 

「ハートネットＴＶ」ホームページ 

「ＮＨＫ手話ニュース」ホームページ 

「ソーシャルグッド・プロジェクト」ホームページ 

 

⑤ 娯楽 

ドラマ、エンターテインメント番組等をバランスよく編成するこ

とで、視聴者の感性を刺激し、感受性を育むことや、古典芸能等の

伝統文化の保護・育成に貢献することで、国民の文化的生活を豊か

なものにするのも公共放送の重要な役目です。 

 インターネットサービスにおいては、放送番組と同時に楽しめる

情報を放送と同時に提供するほか、番組の登場人物や出演者情報等

の理解増進情報を提供していきます。 

 

a. ドラマ・映画 

（主なコンテンツ、サービス） 

「連続テレビ小説」ホームページ 

「大河ドラマ」ホームページ 

「大河ファンタジー 精霊の守り人」ホームページ 

「ＮＨＫドラマ」ポータルサイト 

「海外ドラマ」ポータルサイト 

「ＢＳオンライン・プレミアムシネマ」ホームページ 
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b. エンターテインメント・音楽伝統芸能 

 （主なコンテンツ、サービス） 

「ＬＩＦＥ！ 人生に捧げるコント」ホームページ 

「ブラタモリ」ホームページ 

「シブヤノオト」ホームページ 

「にっぽんの芸能」ホームページ 

 「プレミアムシアター」ホームページ 

 

⑥ 大型企画 

国民的関心が高いニュースや社会問題等、社会的意義の高いテー

マについては、「ＮＨＫスペシャル」等と連動し、大型企画として豊

かで多彩なコンテンツを展開します。 

 東京オリンピック・パラリンピックが開催される２０２０年に向

け日本がどう変わっていくのか、その変化をバーチャルリアリティ

や音声認識、ＧＰＳなどの機能を使って表現するコンテンツや、自

然や生命の知られざる神秘に迫る大型シリーズと連動したコンテン

ツなど、番組内容を解説・補足する理解増進情報を提供します。 

（主なコンテンツ、サービス） 

「ＮＨＫスペシャル」ホームページ 

「クローズアップ現代＋」ホームページ 

「明日へ つなげよう」ホームページ 

 

II. 複数のジャンルやコンテンツにまたがる取り組み 

ＮＨＫはインターネットを積極的に活用して、より多くの人々に、

多様な伝送路で公共性の高い情報や番組などのコンテンツを届ける

ため、複数のジャンルやコンテンツにまたがる以下のようなインタ
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ーネットサービスを提供していきます。 

 

① インターネットによる番組の周知・広報 

番組放送日時や視聴者のより深い番組理解につながる情報の提供

など、インターネットの特性を生かして放送番組の周知・広報につ

ながるサービスを実施します。 

サービスの多様化が進む中で、多くのコンテンツの中から視聴者

が知りたい情報に容易にたどりつけるよう、デザインの統一をはじ

め、ジャンルごとにわかりやすく分類したり、サイト間の連携を高

めたりなど、サービスをより親しみやすく、身近で使いやすいもの

にするよう努めます。 

ＮＨＫオンラインのトップページおよびその他のホームページに

加え、ソーシャルメディアを積極的に活用していくとともに、ＰＲ

目的での放送番組の動画提供なども通じて、人々のＮＨＫサービス

への興味・関心を促し、より多くの人々にサービスを知ってもらえ

るような取り組みを進めます。 

（主なコンテンツ、サービス） 

「ＮＨＫオンライン」 

「ＮＨＫ＿ＰＲ」ホームページ 

・放送番組の公式ＳＮＳ等 

・連続テレビ小説等のドラマコンテンツの動画提供 

 

② ラジオのインターネットサービスの提供 

ラジオ第１放送、ラジオ第２放送およびＦＭ放送の放送中番組を
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提供する「らじる★らじる」のサービスと、番組のオンデマンド配信

やポッドキャストのサービスを提供します。 

また、「らじる★らじる」による地域放送の同時提供サービスを充

実します。地域の災害情報や身近な生活情報などの地域情報をイン

ターネットでも提供して、災害時等にラジオを利用できない人や、

他の地域からでも地域情報等を取得したい人も含め、より多くの

人々がいつでもどこでも利用できるサービスの提供に努めます。 

（主なコンテンツ、サービス） 

「らじる★らじる」（音声波の放送中番組の同時提供） 

・「ニュース」、「高校講座」、「語学講座」等のオンデマンド配信サ

ービス 

 

③ インターネットによるアーカイブスの提供 

ＮＨＫが保存しているニュースや番組等の映像・音声記録のうち、

特に社会的意義が高いものについてインターネットで公開し、視聴

者への還元を行います。 

（主なコンテンツ、サービス） 

「ＮＨＫアーカイブス」ポータルサイト 

「戦争・戦後史証言アーカイブス」ホームページ 

「東日本大震災アーカイブス」ホームページ 

 

④ 通信と連携したテレビ向けサービスの充実 

a. ハイブリッドキャストでは、２４時間いつでも見られる暮らしに

役立つコンテンツを充実するとともに、映像波の定時番組や、特集、
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スポーツ中継等で、早戻しサービスやハイライト動画など、インタ

ーネットの新技術を活用したハイブリッドキャストならではのサー

ビスを提供します。 

（主なコンテンツ、サービス） 

「ニュース」、「そなえる防災」、「おはなしのくに」、「あさイチ」、

「しごとの基礎英語」、「世界ふれあい街歩き」、「大河ドラマ」、「連

続テレビ小説」 

 

b. 地上・ＢＳのデータ放送を入り口としたインターネット接続サー

ビスでは、引き続き双方向番組等を展開し、ネット時代のテレビ受

信機向けサービスの可能性を追求します。 

（主なコンテンツ、サービス） 

「あさイチ」 

「天才てれびくんＹＯＵ」 

「ビットワールド」 

  

⑤ 地域放送局のインターネットサービス 

全国の放送局は、地域の「安全・安心の拠点」として、いざとい

うときに防災・減災のための情報やライフライン情報などを、イン

ターネットでも正確・迅速に伝えます。 

 また、全国各地の放送済みのニュース動画の一部をインターネッ

トで提供するなど、引き続き地域の情報発信に取り組むとともに、

地域発ドラマなど地域の魅力を全国に伝える理解増進情報を発信し

ていきます。 
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（主なコンテンツ、サービス） 

「首都圏」ホームページ 

「各地域放送局」ホームページ 

「各地のニュース」ホームページ 

「地域発ドラマ」ホームページ 
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（２）国際放送関係 

I. 放送番組における取り組み 

① 「ＮＨＫワールド・オンライン」ホームページの充実 

人や情報の国境を越えた交流が加速し、国際化が飛躍的に進む中、

ＮＨＫは「信頼される公共放送」として、世界に向けて多彩なサー

ビスを積極的に発信し、国際社会と日本との相互理解に寄与してい

きます。 

「ＮＨＫワールド・オンライン」ホームページを訪問する利用者

の関心に応じて、政治、経済、社会、文化など、様々な分野でコン

テンツを提供し、目的に応じた入り口となるポータルサイトを拡充

して、日本と世界をつなぐよう努めます。 

（主なコンテンツ、サービス） 

「ＮＨＫワールド・オンライン」ホームページ（１８言語） 

「やさしい日本語」ホームページ（１７言語） 

「Ｊａｐａｎｅｓｅ Ｆｏｏｄ」ポータルサイト 

「Ｔｒａｖｅｌ」ポータルサイト 

 

II. 放送同時提供とオンデマンド提供 

① 「ＮＨＫワールドＴＶ」の放送同時提供とオンデマンド提供 

ＮＨＫでは、ニュースのほか、日本の文化や経済・産業などの事

情を紹介する幅広いジャンルの英語の放送番組を、インターネット

ならではの技術を活用して配信し、平成２９年度も「見たくなる国

際放送」を目指していきます。 

「ＮＨＫワールドＴＶ」は、放送と同時にインターネットで提供

するとともに、放送済み番組から３０番組程度を「見逃しサービス」

としてビデオ・オン・デマンド（ＶＯＤ）で提供し、海外の利用者

がＮＨＫワールドのコンテンツに接触する機会の増加を図ります。 
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（主なコンテンツ、サービス） 

「ＮＨＫワールドＴＶ」放送同時提供 

「ＮＨＫワールドＴＶ」オンデマンド提供 

「ＮＨＫワールドＴＶ」視聴アプリ 

 

② 「ラジオ日本」の放送同時提供とオンデマンド提供 

日本を世界に、積極的に発信していくため、インターネットを通

じて、いつでもどこでも利用できるよう、ラジオ国際放送の多言語

コンテンツを幅広く展開していきます。「ＮＨＫワールド・ラジオ日

本」では、「ニュース」等を１８言語によりインターネットで放送と

同時提供するとともに、オンデマンドでも番組を提供します。 

（主なコンテンツ、サービス） 

「ラジオ日本」放送同時提供 

「ラジオ日本」オンデマンド提供 

「ラジオ日本」聴取アプリ 
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（３）試験的な提供について 

放送を補完する観点から、国内テレビジョン放送（総合テレビジ

ョン、教育テレビジョン）の放送と同時に提供するサービスの改善・

向上の検討に資するために、試験的な提供を実施します。 

試験的な提供は、国内テレビジョン放送（総合テレビジョン、教

育テレビジョン）で放送する番組について、実施基準に則して実施

します。 

提供にあたっては、事前に実施日時（期間）、提供内容、費用等を

含む試験計画を作成し、公表します。 

また、試験的な提供が終了する都度、提供した番組とその提供時

間を公表し、試験結果については、終了後にＮＨＫオンラインで公

表します。 
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（４）２号受信料財源業務の費用 

２号受信料財源業務の費用は、受信料収入の 2.0％にあたる１４０

億円です。内訳は、物件費が９９億円、人件費が３７億円、減価償

却費が３億円で、物件費のうち、国内放送関係は７８億円、国際放

送関係は２１億円です。 

国内放送関係の７８億円の内訳は、番組ホームページの制作・更

新、ピョンチャンオリンピック・パラリンピック関連、アプリや新

サービスの開発、ハイブリッドキャストコンテンツの制作など、コ

ンテンツ関連が６０億円、サーバー・ネットワークの構築や制作シ

ステムの整備などインフラ関連が１７億円です。 

国際放送関係の２１億円の内訳は、コンテンツ関連が１４億円、

インフラ関連が６億円です。 

※「（３）試験的な提供」の費用は、2.9 億円で、国内放送関係に含

みます。 
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２．受信料を財源とし、事業者等へ提供するサービス（３号受信料

財源業務） 

（１）国内放送関係 

I. 国内事業者への提供 

多数の国民の生命・財産に切迫した危機があると考えられる大規

模災害時等において、他のインターネット事業者からの申し出に基

づきＮＨＫが放送する緊急ニュースを、当該事業者が放送と同時に

提供することを認める場合があります。また、公共放送として特に

意義のある過去番組等について、他の事業者に提供する場合があり

ます。 

（主なコンテンツ、サービス） 

・災害時等における事業者等への情報提供・同時配信 

・「平和アーカイブス」関連番組の提供（一部） 

 

（２）国際放送関係 

I. 受信環境整備としての海外事業者への提供 

ＮＨＫの国際放送について、より多くの海外の視聴者に接触して

いただけるようにする施策の一環として、動画や音声の放送同時提

供やオンデマンド提供を行う海外の事業者に国際放送番組を提供す

ることがあります。 

 

（３）３号受信料財源業務の費用 

これらの業務の費用は 0.1 億円を想定しています。 
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第２部 有料で行うサービス 

１．利用料金を財源とし、一般の利用者向けに有料で提供するサー

ビス（２号有料業務（ＮＨＫオンデマンド）） 

（１）ＮＨＫオンデマンドサービス 

ＮＨＫが国内で放送した番組およびその理解増進につながる情報

などを、一般の利用者向けに提供する会員制有料動画配信サービス

です。ＮＨＫが直接サービスを提供する「直接提供型」と、外部の

プラットフォーム事業者を通じてサービスを提供する「プラットフ

ォーム経由型」の２種類があります。 

平成２９年度も引き続き、国民共有の財産という性格を持った放

送番組等を広く国民に還元するために、コンテンツの充実や利便性

の向上、利用者の拡充を目指してサービスの向上に取り組みます。 

 

I. サービスの種類 

① 見逃し番組サービス 

 「大河ドラマ」「連続テレビ小説」や「ＮＨＫスペシャル」、「ＮＨ

Ｋニュース７」、スポーツ中継番組など、ＮＨＫで放送している人気

番組等を、放送から１〜３週間程度のあらかじめ定めた期間、提供

します。 

 

② 過去番組サービス（特選ライブラリー） 

 名作ドラマや大型ドキュメンタリー番組など、見逃し番組サービ

スでの提供期間を過ぎた過去の放送番組等を一定期間または期間を

定めずに提供します。 

 

II. 契約種別 

① 単品等 
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 放送番組等の中から、その都度課金して利用可能とするものです。 

 

② 見放題パック 

 個々の放送番組等の入れ替わりがあることを前提とした特定範囲

の複数本の放送番組等を一括対象とし、一定期間、利用可能とする

ものです。 

 

２．有料で事業者等へ提供するサービス（３号有料業務） 

（１）ビデオ・オン・デマンド（ＶＯＤ）事業者への番組提供 

ＮＨＫが国内で放送した番組などを、ビデオ・オン・デマンド（Ｖ

ＯＤ）事業を行っている対象事業者から求めがあった場合、公共放

送への信頼を損なわないことを前提に、「放送番組等有料配信業務勘

定」の健全な収支や２号有料業務との関係などを総合的に考慮して、

有料で提供します。 

 

３．２号有料、３号有料業務の収支 

２号有料業務および３号有料業務は、区分経理の対象であり、「放

送番組等有料配信業務勘定」として計理されます。 

「放送番組等有料配信業務勘定」の予算では、事業収入は２２億円、

事業支出は２２億円で、事業収支差金は 0.1 億円です。そのうち、

３号有料業務に係る事業収入および事業支出は、共に２億円です。  
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第３部 実施状況に関する資料の作成および評価について 

この実施計画に記載した業務の実施状況については、年度終了後

に、収支を含めた実施結果を作成し公表します。 

また、技術の発達、需要の動向、市場競争への影響、受信料の公

平負担との関係その他の事項を勘案して、多角的な評価を行い、サ

ービスの充実、改善に取り組みます。 

実施計画は必要に応じて、年度途中に変更することがあります。 

 

第４部 インターネット活用業務に関する競合事業者から

の意見・苦情等への対応について 

この実施計画に基づき実施するインターネット活用業務の遂行状

況について、同種のサービスを行う事業者または外部事業者からご

意見、苦情等が寄せられたときには、実施基準に基づいて、外部委

員からなる「インターネット活用業務 審査・評価委員会」に対応案

の妥当性について検討を求め、その意見を尊重して、必要な措置を

講じます。 

 
 

なお、実施基準では、「市場競争への影響も考慮要素とする」こと

とされており、実施計画の策定にあたっては、「インターネット活用

業務 審査・評価委員会」から、市場への影響等を中心に、適切性の

観点からの見解を受けています。この見解を踏まえ、適切に業務を

行っていきます。 

 

平成２９年度、ＮＨＫは創造性と一層の効率的運営を追求しつつ、

公共放送として、どのような公共性を有するサービスを人々に提供

すべきかに留意しながら、実施計画に則って適切にインターネット

活用業務を実施していきます。 


